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（ ） 



水戸市

（１） 収益的収入及び支出

収      入

予 算

地方公営企業法

第 条第 項の

規定による支出

額 に 係 る 財 源

充 当 額

円 円 円

支      出

予 算

地 方 公 営 企

予 備 費 業 法 第 条

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 流 用 増 減 額 第 項 の 規

支 出 額 定 に よ る

支 出 額

円 円 円 円 円

平成29年度

区      分
補　正　予　算　額当　初　予　算　額

第 1 款 下水道事業収益

  第 1 項 営 業 収 益

  第 2 項 営 業 外 収 益

区      分

特 別 利 益  第 3 項

第 1 款 下 水 道 事 業 費

△ 23,264,000  第 1 項 営 業 費 用

  第 2 項 営 業 外 費 用 △ 46,976,000

  第 3 項 特 別 損 失

  第 4 項 予 備 費

－2－

－2－



額

円 円 円

256,538,777円)

77,839円)

11,440円)

額

地方公営企 地方公営企業

業法第 条 法第 条第 項

小    計 第 項 の 規 合    計 の規定による

定 に よ る 繰 越 額

繰 越 額

円 円 円 円 円 円

う ち 仮 払 消 費 税
及 び 地 方 消 費 税

105,001,158円)

う ち 消 費 税 及 び
地 方 消 費 税 納 付 額

79,841,300円)

う ち 仮 払 消 費 税
及 び 地 方 消 費 税

26,759円)

 下水道事業決算報告書

合          計

予　算　額　に　比　べ

決　算　額　の　増　減
備          考決  算  額

△ 122,322,340
(うち,仮受消費税及び地方消費税

(うち,仮受消費税及び地方消費税

決 算 額 不 用 額

(うち,仮受消費税及び地方消費税

備    考

－3－

－3－



（２） 資本的収入及び支出

収      入

予 算

地方公営企業

法第 条の規

定による繰越

額に係る財源

充 当 額

円 円 円 円

支      出

予 算

地 方 公 営

補    正 予 備 費 流    用 企 業 法 第

当初予算額 小      計 条 の 規

予 算 額 支 出 額 増 減 額 定 に よ る

繰 越 額

円 円 円 円 円 円

　　　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 3,736,440,304円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

　当年度分損益勘定留保資金のうち 3,179,270,890円で補てんした。 

　

固定資産購入費

  第 4 項 予 備 費

  第 3 項 企 業 債 償 還 金

第 1 款

  第 2 項

  第 1 項 建 設 改 良 費 △ 99,990,000

資 本 的 支 出 △ 99,990,000

  第 4 項 負 担 金 及 び 分 担 金

区      分

  第 3 項 国 庫 補 助 金

  第 2 項 △ 49,363,000他 会 計 出 資 金

  第 1 項 △ 94,000,000企 業 債

第 1 款 △ 143,363,000

補正予算額 小      計当初予算額
区      分

資 本 的 収 入

－4－



額

円 円 円 円

 企業債 448,400,000円

 国庫補助金 223,900,000円

 計 672,300,000円

額

地 方 公 営

継 続 費 企 業 法 第 継 続 費

逓    次 合      計 条 の 規 逓    次 合    計

繰 越 額 定 に よ る 繰 越 額

繰 越 額

円 円 円 円 円 円 円

うち 仮払消費税
及 び 地 方 消 費 税

287,178,374円)

158,085,692円，繰越工事資金 18,000,000円，減債積立金 100,457,106円，過年度分損益勘定留保資金 280,626,616円，

翌年度繰越額の財源に充当する額

決  算  額 不 用 額 備    考

△ 223,900,000

翌　　年　　度　　繰　　越　　額

△ 200,000,000

△ 448,400,000

△ 806,752,343

予　算　額　に　比　べ

決　算　額　の　増　減
備          考

合      計
決  算  額

継 続 費 逓 次

繰 越 額 に 係 る

財 源 充 当 額

－5－



円 円 円

営業収益

下水道使用料

他会計負担金

その他営業収益

営業費用

管渠費

ポンプ場費

処理場費

業務費

総係費

流域下水道費

減価償却費

資産減耗費

営業利益 △ 3,272,940,810

営業外収益

他会計負担金

他会計補助金

長期前受金戻入

雑収益

営業外費用

支払利息及び企業債取扱諸費

雑支出

経常利益

平成29年度水戸市下水道事業損益計算書 

( 平成29年4月1日から平成30年3月31日まで )

－6－

－6－



特別利益

過年度損益修正益

特別損失

過年度損益修正損

当年度純利益

当年度未処分利益剰余金

－7－

－7－



剰

資本金

国庫補助金 一般会計補助金 受贈財産評価額

円 円 円 円

前年度処分額

議会の議決による処分額

減債積立金の積立

資本金へ組入

当年度変動額

一般会計出資金

減債積立金の使用

当年度純利益

無形固定資産の増額

受贈財産の受入

処分後残高

当年度末残高

未処分利益剰余金（使用した積立金
相当額）を組入資本金へ組入

平成29年度　水戸市下水道

( 平成29年4月1日から

資本剰余金

前年度末残高

－8－

－8－



事業剰余金計算書

余 金

資本合計

資本剰余金合計 減債積立金 未処分利益剰余金 利益剰余金合計

円 円 円 円 円

△ 114,725,239 △ 14,268,133

△ 114,725,239 △ 14,268,133

△ 100,457,106

△ 14,268,133 △ 14,268,133

（繰越利益剰余金）

△ 100,457,106 △ 6,158,111

△ 100,457,106

△ 100,457,106 △ 100,457,106

（当年度未処分利益剰余金）

平成30年3月31日まで )

利益剰余金

－9－

－9－



資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

円 円 円

△ 94,298,995

△ 94,298,995

（繰越利益剰余金）

※この条例は，「水戸市下水道事業の設置等に関する条例」をいう。

処分後残高

平成29年度　水戸市下水道事業剰余金処分計算書

当年度末残高

条例第4条の2による処分額※

減債積立金の積立

－10－



円 円 円 円

1   固定資産

 (1)  有形固定資産

      ア  土地

      イ  建物

　　　　  減価償却累計額 △ 500,900,341

      ウ  構築物

　　　　  減価償却累計額 △ 11,355,486,382

      エ  機械及び装置

　　　　  減価償却累計額 △ 3,728,886,870

      オ  車両運搬具

　　　　  減価償却累計額 △ 2,786,713

      カ  工具器具及び備品

　　　　  減価償却累計額 △ 1,127,448

      キ  建設仮勘定

      有形固定資産合計

 (2)  無形固定資産

      ア  施設利用権

      無形固定資産合計

      固定資産合計

2   流動資産

 (1)  現金預金

 (2)  未収金

      貸倒引当金 △ 18,645,000

      流動資産合計

      資産合計

3   固定負債

 (1)  企業債

      ア　建設改良費等の財源に

　　　　  充てるための企業債

      企業債合計

      固定負債合計

平成29年度水戸市下水道事業貸借対照表

( 平成30年3月31日 )

資 産 の 部

負 債 の 部

－11－－11－



4   流動負債

 (1)  企業債

      ア　建設改良費等の財源に

          充てるための企業債

    　企業債合計

 (2)  未払金

 (3)  引当金

      ア  賞与引当金

      イ  法定福利費引当金

      引当金合計

 (4)  預り金

      流動負債合計

5   繰延収益

 (1)  長期前受金

      ア  国庫補助金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 3,277,161,117

      イ  県補助金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 13,117,137

      ウ  一般会計補助金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 260,423,572

      エ  一般会計負担金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 26,467,144

      オ  下水道事業受益者負担金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 370,733,855

      カ　認可区域外流入分担金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 471,934

      キ  工事負担金長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 20,715

      ク  受贈財産評価額長期前受金

　　　　  収益化累計額 △ 1,409,498,501

      繰延収益合計

      負債合計

6   資本金

 (1)  固有資本金

 (2)  繰入資本金

 (3)  組入資本金

      資本金合計

資 本 の 部

－12－
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7   剰余金

 (1)  資本剰余金

      ア  国庫補助金

      イ  一般会計補助金

      ウ  受贈財産評価額

      資本剰余金合計

 (2)  利益剰余金

      ア  当年度未処分利益剰余金

      利益剰余金合計

      剰余金合計

      資本合計

      負債資本合計

－13－
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第1 重要な会計方針

　  1 固定資産の減価償却の方法

　    (1) 有形固定資産（リース資産を除く。）

　減価償却の方法　　　　　定額法

　主な耐用年数

　　建物　　　　　　　　　50 年

　　構築物　　　　　　　　50 年

　　機械及び装置　　　　　15～20 年

　    (2) 無形固定資産

　減価償却の方法　　　　　定額法

　主な耐用年数

　　施設利用権　　　　　  50 年

　  2 引当金の計上方法

　    (1) 退職給付引当金

　職員の退職手当は，茨城県市町村総合事務組合から支給することとなっており，「一般負担金」及び

「特別負担金」を除く追加的な費用が発生した場合には，一般会計においてすべて負担することとなっ

ているため，退職給付引当金は計上していない。

　    (2) 賞与引当金

　職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため，当年度末における支給見込額に基づき，当年度

の負担に属する額を計上している。

　    (3) 法定福利費引当金

　職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末における支給見込額

に基づき，当年度の負担に属する額を計上している。

　    (4) 貸倒引当金

　債権の不納欠損による損失に備えるため，貸倒実績率により計上している。

　  3 その他会計に関する書類作成のための基本となる重要な事項

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

第2 貸借対照表等関連

　  1 企業債の償還に係る一般会計の負担

　　　貸借対照表に計上されている企業債(当該年度末日の翌日から起算して1年以内に償還予定のものも含む。)

　　のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は 10,799,455,000 円である。

注　　　記

－14－

－14－



　  2 引当金の取崩し

　    (1) 賞与引当金の取崩し

　　　　　平成29年度において期末手当及び勤勉手当を支給するため賞与引当金 28,077,000 円を取り崩した。

　    (2) 法定福利費引当金の取崩し

　　　　　平成29年度において期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費を支給するため法定福利費引当金 5,071,020 円 

　　　　を取り崩した。

　    (3) 貸倒引当金の取崩し

　　　　　平成29年度において，債権のうち 12,832,715 円が貸倒れたため，貸倒引当金 12,832,715 円を取り崩した。

　  3 資本金の増額

　　　無形固定資産の修正に伴い，資本金を578,298,727 円増額した。

－15－

－15－





 
 

平 成 ２９ 年 度 
 
 
 

自 平成２９年４月 １日 

至 平成３０年３月３１日 
 
 
 
 
 

決 算 付 属 書 類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ ） 





 

平成 年度 水戸市下水道事業報告書

１ 概 況

（１） 総括事項

ア 業務の状況

水洗化状況につきましては，当年度末の水洗化戸数 件，水洗化人口 人，処理区域内人口に対

する水洗化率 ％となり，処理水量につきましては，年間処理水量 ㎥，１日平均処理水量

㎥となりました。

イ 財政の状況

収益的収支につきましては，事業収益 円（消費税及び地方消費税込 円），事業

費用 円（消費税及び地方消費税込 円）で差引 円（消費税及び地方消

費税込 円）の純利益となり，当年度未処分利益剰余金は 円となりました。

資本的収支（消費税及び地方消費税込）につきましては，収入額 円，支出額は

円となり，収入額が支出額に不足する額 円は，損益勘定留保資金等で補てんしました。

 

ウ 管渠建設改良事業 

管渠建設改良事業につきましては，下水道の整備として，管渠の新設及びマンホールポンプ設置を実施し，

また長寿命対策として既設管の改築及び鉄蓋交換工事を実施し，延長 ｍの下水管網の整備・拡充に努

めました。  

 

エ ポンプ場建設改良事業 

ポンプ場建設改良事業につきましては，桜川第 ポンプ場雨水ポンプ設備の増設工事を実施しました。 

 

オ 処理場建設改良事業 

処理場建設改良事業につきましては，水戸市浄化センター汚水ポンプ設備改築工事，水戸市浄化センター中

央監視設備改築工事等を実施しました。
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（２） 議会議決事項

議 案 番 号 件 名 提出年月日 議決年月日

平成 平成

議案第 号

認定第 号

平成 年度水戸市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及

び資本金の額の減少について

平成 年度水戸市下水道事業会計決算認定について

議案第 号

議案第 号

議案第 号

議案第 号

平成 年度水戸市下水道事業会計補正予算（第１号）

平成 年度水戸市下水道事業会計予算

水戸市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

平成 年度水戸市下水道事業会計補正予算（第２号）

（注） 議会報告事項

報告第 号 平成 年度水戸市下水道事業会計継続費繰越計算について （平成 年 月 日報告）

報告第 号 平成 年度水戸市下水道事業会計予算繰越計算について （平成 年 月 日報告）

報告第 号 資金不足比率について（下水道事業会計） （平成 年 月 日報告）

報告第 号 専決処分について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） （平成 年 月 日報告）

報告第 号 専決処分について（水戸市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例）

（平成 年 月 日報告）

報告第 号 専決処分について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） （平成 年 月 日報告）

（３） 行政官庁認可事項

申請年月日 申 請 先 件 名 許・認可年月日

平成

茨城県知事

茨城県知事

茨城県知事

平成 年度下水道事業起債同意

（建設改良事業） 千円

平成 年度下水道事業起債同意

（準建設改良事業 特別措置分） 千円

平成 年度下水道事業起債同意

（建設改良事業） 千円

平成

（４） 職員に関する事項

職名別

勘定別
事 務 職 員 技 術 職 員 計

人 人 人

損 益 勘 定 所 属 職 員

資 本 勘 定 所 属 職 員

計

（５） 料金その他供給条件の設定，変更に関する事項

該当事項なし。

－ －
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２　工　　事

　（１）　建設改良工事の概況（資本的支出）

　   　　管渠建設改良費

工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

開削工

　φ500㎜　Ｌ＝46.8ｍ

北見町，三の丸1丁目地内 4,381,200円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝52.1ｍ

渡里町地内 1,505,200円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝206.2ｍ

東前町地内 3,482,800円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝424.9ｍ

東前町地内 6,497,200円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝118.8ｍ

東前町地内 1,854,000円

開削工

　φ500㎜　Ｌ＝44.2ｍ

北見町，三の丸1丁目地内 6,782,400円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝154.7ｍ

千波町，米沢町地内 7,506,000円

開削工

　φ600㎜　Ｌ＝95.4ｍ

北見町，三の丸1丁目地内 15,778,800円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝359.9ｍ

双葉台5丁目地内

推進工

　φ250㎜　Ｌ＝368.6ｍ

酒門町外

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝16.6ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝273.3ｍ

見川町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝202.4ｍ

米沢町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝114.1ｍ

東前町地内

前年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道駅
南第2処理分区枝線
（1-1工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

公共下水道北見・
根本排水区枝線
（3-3工区）工事

公共下水道北見・
根本排水区枝線
（3-2工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-4工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

公共下水道渡里処
理分区枝線（3-2工
区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

公共下水道北見・
根本排水区枝線
（3-1工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-6工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

国補公共下水道双
葉台処理分区枝線
（4-1工区）工事

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-5工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

公共下水道桜川処
理分区枝線（3-6工
区）工事

国補流域関連下水
道逆川第2幹線工事

流域関連下水道逆
川第3処理分区枝線
（1-6工区）工事

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-2工区）工事

円 平成 平成

円 平成 平成
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工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝11.4ｍ

開削工

　φ150～200㎜　Ｌ＝162.9ｍ

見川町地内

推進工

　φ200～300㎜　Ｌ＝30.1ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝180.1ｍ

元吉田町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝250.0ｍ

大塚町地内

推進工

　φ250㎜　Ｌ＝175.8ｍ

平須町地内

推進工

　φ200～250㎜　Ｌ＝176.6ｍ

平須町地内

推進工

　φ250㎜　Ｌ＝103.3ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝704.9ｍ

元石川町地内

舗装工　Ａ＝2,040㎡

元吉田町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝193.3ｍ

東前町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝40.8ｍ

元吉田町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝316.5ｍ

笠原町地内

推進工

　φ350㎜　Ｌ＝4.0ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝576.4ｍ

元石川町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝84.5ｍ

東野町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝49.1ｍ

笠原町地内

国補流域関連下水
道石川川処理分区
枝線（1-1工区）工
事

国補流域関連下水
道逆川第5幹線（1
工区）工事

国補流域関連下水
道逆川第5幹線（2
工区）工事

国補公共下水道桜
川処理分区枝線
（4-2工区）工事

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-1工区）工事

国補流域関連下水
道石川川処理分区
枝線（1-2工区）工
事

流域関連下水道吉
田第1処理分区私道
枝線（3-1工区）工
事

国補流域関連下水
道逆川第1処理分区
枝線（2-2工区）工
事

流域関連下水道工
事に伴う舗装復旧
工事

流域関連下水道逆
川第1処理分区枝線
（2-4工区）工事

公共下水道桜川処
理分区枝線（3-7工
区）工事

流域関連下水道逆
川第3処理分区枝線
（1-2工区）工事

流域関連下水道吉
田第2処理分区枝線
（1-1工区）工事

円 平成 平成
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工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝542.7ｍ

笠原町地内

推進工

　φ1200㎜　Ｌ＝276.7ｍ

開削工

　φ1200㎜　Ｌ＝2.3ｍ

渡里町地内

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝256.7ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝167.0ｍ 28,052,000円

渡里町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝401.4ｍ

笠原町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝298.9ｍ

見川町地内

推進工

　φ200～350㎜　Ｌ＝339.2ｍ

東野町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝284.8ｍ

住吉町，酒門町地内

開削工

　φ400～500㎜　Ｌ＝233.2ｍ

渡里町地内 31,892,400円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝143.0ｍ

笠原町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝60.1ｍ

赤塚2丁目地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝315.1ｍ

東野町地内

推進工

　φ200～350㎜　Ｌ＝45.6ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝245.5ｍ

東野町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝331.1ｍ

大塚町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝18.2ｍ

渋井町地内

流域関連下水道東
水戸処理分区私道
枝線（3-1工区）工
事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

国補公共下水道那
珂川第1排水区枝線
（4-1工区）工事

国補公共下水道渡
里第7幹線工事

国補流域関連下水
道逆川第1処理分区
枝線（2-1工区）工
事

流域関連下水道吉
田第1処理分区枝線
（1-3工区）工事

国補流域関連下水
道逆川第4幹線工事

国補公共下水道桜
川処理分区枝線
（3-9工区）工事

流域関連下水道逆
川第1処理分区枝線
（2-5工区）工事

公共下水道沢渡川
処理分区枝線（3-2
工区）工事

流域関連下水道逆
川第1処理分区枝線
（2-3工区）工事

公共下水道桜川処
理分区枝線（4-1工
区）工事

国補流域関連下水
道逆川第3処理分区
枝線（1-3工区）工
事

国補流域関連下水
道逆川第3処理分区
枝線（1-4工区）工
事

国補公共下水道那
珂川第1排水区枝線
（4-3工区）工事

前年度建設改良費
の繰越額

円 平成 平成
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工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝428.4ｍ

大塚町地内

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝195.4ｍ

渋井町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝100.3ｍ

見川町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝68.2ｍ

堀町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝203.5ｍ

渋井町，吉沼町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝159.9ｍ

住吉町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝457.9ｍ

大塚町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝182.9ｍ

住吉町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝316.3ｍ

鯉淵町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝51.3ｍ

渡里町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝49.0ｍ

笠原町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝100.4ｍ

東野町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝35.1ｍ

笠原町地内

開削工

　1200×1800　Ｌ＝75.7ｍ

宮町1丁目地内 64,800,000円

開削工

　φ75～200㎜　Ｌ＝238.4ｍ

河和田町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝281.4ｍ

米沢町地内

流域関連下水道逆
川第3処理分区枝線
（1-1工区）工事

流域関連下水道逆
川第1処理分区私道
枝線（2-2工区）工
事

流域関連下水道逆
川第1処理分区私道
枝線（2-1工区）工
事

公共下水道渡里処
理分区私道枝線
（4-3工区）工事

国補公共下水道弥
栄処理分区枝線
（2-1工区）工事

公共下水道桜川処
理分区枝線（4-5工
区）工事

国補流域関連下水
道吉田第1処理分区
枝線（1-1工区）工
事

流域関連下水道東
水戸処理分区枝線
（3-1工区）工事

流域関連下水道吉
田第1処理分区枝線
（1-2工区）工事

公共下水道渡里処
理分区私道枝線
（4-1工区）工事

国補流域関連下水
道東水戸処理分区
枝線（3-2工区）工
事

公共下水道桜川処
理分区枝線（3-11
工区）工事

国補公共下水道城
東第1排水区枝線改
築（2-1工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

国補公共下水道桜
川処理分区枝線
（3-8工区）工事

国補流域関連下水
道逆川第3処理分区
枝線（1-5工区）工
事

国補公共下水道桜
川処理分区枝線
（4-3工区）工事

円 平成 平成
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工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝459.4ｍ

杉崎町地内

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝35.2ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝219.4ｍ

杉崎町，三湯町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝53.4ｍ

堀町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝88.6ｍ

小吹町地内

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝122.5ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝238.0ｍ

浜田1丁目地内

推進工

　φ200㎜　Ｌ＝3.3ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝388.6ｍ

杉崎町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝49.2ｍ

鯉淵町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝15.7ｍ

石川3丁目地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝100.8ｍ

見和2丁目地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝78.7ｍ

酒門町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝92.2ｍ

見川町地内

着脱式水中汚水ポンプ　2台

渡里町地内

推進工

　φ300㎜　Ｌ＝7.5ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝324.6ｍ

中丸町地内

流域関連下水道吉
田第1処理分区私道
枝線（1-1工区）工
事

公共下水道桜川処
理分区私道枝線
（3-1工区）工事

公共下水道杉崎処
理分区枝線（2-1工
区）工事

公共下水道沢渡川
処理分区私道枝線
（3-1工区）工事

公共下水道渡里処
理分区私道枝線
（4-2工区）工事

国補公共下水道杉
崎処理分区枝線
（2-3工区）工事

国補公共下水道渡
里第7幹線マンホー
ルポンプ設置（4-1
工区）工事

流域関連下水道浜
田処理分区枝線
（2-1工区）工事

公共下水道桜川処
理分区枝線（3-10
工区）工事

公共下水道弥栄処
理分区枝線（2-3工
区）工事

国補公共下水道杉
崎処理分区枝線
（2-2工区）工事

流域関連下水道逆
川第1処理分区枝線
（2-7工区）工事

国補公共下水道大
塚・赤塚処理分区
枝線（4-2工区）工
事

円 平成 平成円 平成 平成

－25－

－25－



工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

推進工

　φ1650㎜　Ｌ＝189.7ｍ

大工町1丁目外 190,520,000円

鉄蓋取替工　23箇所

上水戸2丁目外

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝94.4ｍ

中丸町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝133.0ｍ

米沢町地内

管きょ更生工

　φ300～400㎜　Ｌ＝206.8ｍ

開削工

　φ300～450㎜　Ｌ＝81.3ｍ 21,776,000円

宮町2丁目外

着脱式水中汚水ポンプ　2台

中丸町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝152.3ｍ

小吹町地内 7,781,160円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝35.1ｍ

吉沢町地内

着脱式水中汚水ポンプ　2台

鯉淵町地内

着脱式水中汚水ポンプ　2台

大塚町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝14.6ｍ

見川町地内

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝81.9ｍ

赤塚1丁目地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝75.3ｍ

文京2丁目地内 3,540,000円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝229.7ｍ

元吉田町，酒門町地内

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝27.5ｍ

見川町地内

翌年度建設改良費
の繰越額

公共下水道沢渡川
処理分区枝線（3-1
工区）工事

公共下水道渡里処
理分区私道枝線
（4-4工区）工事

施工中

流域関連下水道千
波第2処理分区枝線
改築（3-1工区）工
事

公共下水道桜川処
理分区枝線マン
ホールポンプ設置
（4-4工区）工事

国補公共下水道弥
栄処理分区枝線マ
ンホールポンプ設
置（2-2工区）工事

流域関連下水道逆
川第3処理分区枝線
（1-8工区）工事

流域関連下水道逆
川第1処理分区枝線
（2-6工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

公共下水道大塚・赤
塚処理分区枝線マン
ホールポンプ設置
（4-1工区）工事

流域関連下水道逆
川第3処理分区枝線
（1-7工区）工事

公共下水道大塚・
赤塚処理分区私道
枝線（4-1工区）工
事

国補公共下水道三
の丸排水区外枝線
改築工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

国補公共下水道鉄
蓋交換工事

国補公共下水道新
荘幹線流下機能改
善工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道吉
田第2処理分区枝線
（1-2工区）工事

公共下水道桜川処
理分区私道枝線
（3-2工区）工事

円 平成 平成円 平成 平成
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工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

開削工

　φ150㎜　Ｌ＝67.8ｍ

赤塚1丁目地内

管きょ内面被覆工

　φ300～500㎜　37箇所

八幡町外

開削工

　φ200～250㎜　Ｌ＝164.5ｍ

天王町地内 27,972,000円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝97.2ｍ

東前町地内 2,348,800円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝125.6ｍ

元吉田町地内 8,726,640円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝241.5ｍ

東前町地内 4,042,000円

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝148.8ｍ

米沢町地内 8,262,000円

着脱式水中汚水ポンプ　2台

天王町地内 18,306,000円

推進工

　φ500㎜　Ｌ＝5.9ｍ

開削工

　φ200㎜　Ｌ＝52.8ｍ

東前町地内 6,286,000円

汚水ます設置及び取付管布設工事　195件

市内一円

流域関連下水道駅
南第2処理分区枝線
（1-1工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-5工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道吉
田第1処理分区枝線
（3-1工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

汚水ます設置及び
取付管布設工事

公共下水道五軒排
水区私道枝線マン
ホールポンプ設置
（4-2工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

長寿命化に伴う管
路改築工事

公共下水道五軒排
水区私道枝線（4-1
工区）工事

施工中

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-4工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

翌年度建設改良費
の繰越額

流域関連下水道常
澄第2処理分区枝線
（4-3工区）工事

施工中

翌年度建設改良費
の繰越額

公共下水道沢渡川
処理分区私道枝線
（2-2工区）工事

円 平成 平成円 平成 平成
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　　　　ポンプ場建設改良費

工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

雨水ポンプ設備　2台 翌年度逓次繰越額

沈砂池設備 101,900,000円

機械基礎 平成30年度年割額

桜川1丁目地内 176,360,000円

動力・制御設備 翌年度逓次繰越額

監視制御設備 31,900,000円

既設盤機能増設 平成30年度年割額

遠方監視機能増設 55,964,000円

配線・配管類

桜川1丁目地内

　　　　処理場建設改良費

工　事　名 工　事　内　容 工 事 費 着工年月日 完成年月日 備 　考

汚水ポンプ設備　3台

配管・弁類

59,000,000円

平成29年度年割額

若宮1丁目地内 114,200,000円

動力設備

運転操作設備

監視制御設備 69,500,000円

特殊電源設備 平成29年度年割額

配線・配管類 123,440,000円

若宮1丁目地内

監視制御設備

既設盤機能増設

配線・配管類 169,000,000円

平成29年度年割額

若宮1丁目地内 297,040,000円

計装設備

特殊電源設備

監視制御設備

運転操作設備

配線・配管類

若宮1丁目外

屋上防水改築工事　1式

若宮1丁目地内

空気調和設備

換気設備

若宮1丁目地内

国補公共下水道桜
川第2ポンプ場雨水
ポンプ設備電気工
事

施工中

国補公共下水道水
戸市浄化センター
管理棟空調設備改
築工事

国補公共下水道水
戸市浄化センター
汚水ポンプ設備機
械改築工事

国補公共下水道水
戸市浄化センター
沈砂池棟外屋根防
水改築工事

国補公共下水道水
戸市浄化センター
外監視制御設備改
築工事

前年度建設改良費
の逓次繰越額国補公共下水道水

戸市浄化センター
中央監視設備改築
工事

前年度建設改良費
の逓次繰越額

国補公共下水道桜
川第2ポンプ場雨水
ポンプ設備機械工
事

施工中

国補公共下水道水
戸市浄化センター
汚水ポンプ設備電
気改築工事

前年度建設改良費
の逓次繰越額

円 平成 平成

円 平成 平成

－28－

－28－



（２）　保存工事の概況

工　事　名 工　事　内　容 工　事　費 着工年月日 完成年月日 備 　考

（管渠費） 下水道管詰り修繕工事

施設,電気,機械 　　　　　　　　　　　　　　ほか24件　

設備修繕工事

（ポンプ場費） 双葉台第1中継ポンプ場№2ポンプ修繕工事

施設,電気,機械 ほか1件　

設備修繕工事

（総係費） 若宮スポーツ会館集会所B空調機修繕工事

施設修繕工事

　　　　（営業費用）

円 平成 平成

－29－
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３　業　　務

（１）　業　務　量

㎥ ㎥ ㎥

構 成 率 増 減 率

円 ％ 円 円 ％

構 成 率 増 減 率

円 ％ 円 円 ％

事　　　項 平成29年度

日平均処理水量

年 間 処 理 水 量

年 度 末
処理区域内人口

人 人

㎥

年度末水洗化戸数 件

平成28年度

比　　　　　較

増　　　減

％人

増 減 率

備　　　考

％

件 件

㎥ ㎥

％

区　　　　分

％人人 人

営 業 外 費 用

年度末水洗化人口

金      額

（２）  事業収入に関する事項

平成29年度

営 業 収 益

区　　　　分

平成29年度

金      額

営 業 外 収 益

特 別 利 益

計

営 業 費 用

計

（３）  事業費に関する事項

特 別 損 失

平成28年度

％

著増

平成28年度

金      額 構 成 率

構 成 率

金      額

△ 636,979,391

金      額

△ 13.91

％

△ 124,052,172

比　　　較

比　　　較

△ 6.70

％

金      額
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４　会　　計

　（１）　重要契約の要旨（１件 1,000万円以上）

　管渠建設改良費

契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

流域関連下水道逆川第3処理分区枝線（1-6工区）
工事

東新建設株式会社

国補流域関連下水道逆川第2幹線工事
横田・足立特定建設工事共同企業
体

公共下水道桜川処理分区枝線（3-6工区）工事 東洋工業株式会社

流域関連下水道工事に伴う舗装復旧工事 株式会社横田建設

国補公共下水道桜川処理分区枝線（4-2工区）工
事

高橋建設工業株式会社

国補流域関連下水道石川川処理分区枝線（1-1工
区）工事

田口建・海老澤特定建設工事共同
企業体

国補流域関連下水道逆川第1処理分区枝線（2-2工
区）工事

株式会社鯉淵工業

流域関連下水道石川川処理分区枝線（1-その1）
設計委託

大東虎ノ門設計株式会社水戸営業
所

国補公共下水道双葉台処理分区枝線（4-1工区）
工事

高橋建設工業株式会社

公共下水道桜川処理分区枝線（3-7工区）工事
株式会社水戸住宅設備機器セン
ター

流域関連下水道吉田第2処理分区枝線（1-1工区）
工事

株式会社横田建設

国補流域関連下水道石川川処理分区枝線（1-2工
区）工事

株式会社ヨコハマ

国補流域関連下水道逆川第5幹線（1工区）工事
昭和・アルプス特定建設工事共同
企業体

国補流域関連下水道逆川第5幹線（2工区）工事
横田・千代田特定建設工事共同企
業体

平成 円平
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契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

国補公共下水道施設（管路）長寿命化計画策定業
務委託

株式会社東洋コンサルタント茨城
営業所

国補公共下水道那珂川第1排水区枝線（4-3工区）
工事

有限会社シン建設

流域関連下水道逆川第1処理分区枝線（2-5工区）
工事

小河原設備工業株式会社

国補公共下水道桜川処理分区枝線（4-3工区）工
事

ユタカ建設工業株式会社

国補流域関連下水道逆川第3処理分区枝線（1-4工
区）工事

足立建設株式会社

公共下水道桜川処理分区枝線（4-1工区）工事 株式会社綿正工務店

国補流域関連下水道逆川第3処理分区枝線（1-3工
区）工事

有限会社酒井建設工業

流域関連下水道吉田第1処理分区枝線（1-3工区）
工事

株式会社横田建設

流域関連下水道吉田第1処理分区枝線（1-その1）
設計委託

株式会社玄設計

公共下水道桜川処理分区枝線（3-その1）設計委
託

株式会社水工エンジニアリング

流域関連下水道逆川第1処理分区枝線（2-3工区）
工事

横田・福山特定建設工事共同企業
体

国補流域関連下水道逆川第1処理分区枝線（2-1工
区）工事

株式会社豊島工務店

国補公共下水道渡里第7幹線工事
秋山・シン特定建設工事共同企業
体

国補公共下水道那珂川第1排水区枝線（4-1工区）
工事

秋山・東洋特定建設工事共同企業
体

国補流域関連下水道逆川第4幹線工事
足立・酒井特定建設工事共同企業
体

国補公共下水道桜川処理分区枝線（3-9工区）工
事

株式会社市毛建設

平成 円
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契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

国補公共下水道渡里第7幹線マンホールポンプ設置
（4-1工区）工事

株式会社日創工業

国補流域関連下水道東水戸処理分区枝線（3-2工
区）工事

平和建設株式会社

公共下水道桜川処理分区枝線（3-11工区）工事 株式会社三剛建設

流域関連下水道東水戸処理分区枝線（3-1工区）工
事

海老澤建設株式会社

国補公共下水道弥栄処理分区枝線（2-1工区）工事 株式会社福田工務店

国補公共下水道桜川処理分区枝線（3-8工区）工事 株式会社杉森工業

国補公共下水道杉崎処理分区枝線（2-2工区）工事 和多屋建設工業株式会社

国補公共下水道城東第1排水区枝線改築（2-1工
区）工事

菅原・横田特定建設工事共同企業
体

流域関連下水道浜田処理分区枝線（2-1工区）工事 海老澤建設株式会社

公共下水道杉崎処理分区枝線（2-1工区）工事 藤和建設株式会社

国補公共下水道桜川幹線耐震調査診断委託
中日本建設コンサルタント株式会
社茨城事務所

流域関連下水道吉田第1処理分区枝線（1-2工区）
工事

有限会社ハウス建設工業

国補公共下水道杉崎処理分区枝線（2-3工区）工事 和多屋建設工業株式会社

公共下水道桜川処理分区枝線（4-5工区）工事 昭和建設株式会社

国補流域関連下水道逆川第3処理分区枝線（1-5工
区）工事

株式会社横田建設

国補流域関連下水道吉田第1処理分区枝線（1-1工
区）工事

有限会社東海建設

平成 円
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契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

国補公共下水道新荘幹線流下機能改善工事
株木・昭和建特定建設工事共同企
業体

国補公共下水道大塚・赤塚処理分区枝線（4-2工
区）工事

高橋建設工業株式会社

流域関連下水道常澄第2処理分区枝線（4-4工区）
工事

有限会社吉川建設

流域関連下水道吉田第1処理分区枝線（3-1工区）
工事

有限会社柏土建

公共下水道五軒排水区私道枝線マンホールポンプ
設置（4-2工区）工事

第一熱学建設株式会社

公共下水道五軒排水区私道枝線（4-1工区）工事 株式会社横田建設

国補公共下水道新荘第1排水区枝線改築設計委託
株式会社日新技術コンサルタント
茨城出張所

国補公共下水道桜川上流右岸第5排水区枝線（3-そ
の1）設計委託

三展ミネコンサルタント株式会社

流域関連下水道吉田第2処理分区枝線（1-2工区）
工事

有限会社東海建設

国補公共下水道弥栄処理分区枝線マンホールポン
プ設置（2-2工区）工事

冨士メンテナンス株式会社

公共下水道桜川処理分区枝線マンホールポンプ設
置（4-4工区）工事

アクアテクノ株式会社

公共下水道大塚・赤塚処理分区枝線マンホールポ
ンプ設置（4-1工区）工事

有限会社ロビンス熱工業

流域関連下水道逆川第1処理分区枝線（2-6工区）
工事

株式会社三剛建設

流域関連下水道逆川第3処理分区枝線（1-7工区）
工事

有限会社柏土建

国補公共下水道三の丸排水区外枝線改築工事 高橋建設工業株式会社

平成 円
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　ポンプ場建設改良費

契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

　処理場建設改良費

契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

国補公共下水道桜川第2ポンプ場雨水ポンプ設備機
械工事

昱・第一熱学建設特定建設工事共
同企業体

国補公共下水道緑岡汚水中継ポンプ場外改築実施
設計委託

中日本建設コンサルタント株式会
社茨城事務所

国補公共下水道桜川第2ポンプ場雨水ポンプ設備電
気工事

日新電機・石川電機特定建設工事
共同企業体

国補公共下水道水戸市浄化センター自家発電設備
改築実施設計委託

株式会社日産技術コンサルタント
茨城事務所

国補公共下水道水戸市浄化センター外監視制御設
備改築工事

昱株式会社茨城支店水戸営業所

国補公共下水道水戸市浄化センター沈砂池棟外屋
根防水改築工事

株式会社アコオ

国補公共下水道水戸市浄化センター管理棟空調設
備改築工事

株式会社新栄設備工業

平成 円

平成 円
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　業務費

契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

　総係費

契約年月日 契約金額 契約の内容 契約の相手方

水戸市下水道台帳データ再構築業務委託 朝日航洋株式会社水戸支店

下水道使用料徴収事務委託 水戸市水道事業管理者

平成 円

平成 円
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（２）　企業債及び一時借入金の概況

　ア　企業債の概況

（ア）　企業債

円 円 円 円 円

（イ）　起債借入れ

　イ　一時借入金の概況

　　④　平成29年度建設改良事業の財源として，平成30年3月19日に銀行資金327,000,000円を借入れました。

　　⑤　平成29年度企業債償還金の財源として，平成30年3月19日に銀行資金490,000,000円を借入れました。

　　①　平成29年度建設改良事業の財源として，平成29年12月27日に機構資金230,000,000円を借入れました。

　　②　平成29年度建設改良事業の財源として，平成30年2月27日に機構資金710,000,000円を借入れました。

　　⑥　平成29年度建設改良事業の財源として，平成30年3月26日に機構資金1,080,000,000円を借入れました。

 な     し

　　③　平成28年度建設改良事業の繰越財源として，平成30年2月27日に機構資金89,300,000円を借入れました。

　　⑦　平成28年度建設改良事業の繰越財源として，平成30年3月26日に機構資金143,600,000円を借入れました。

計

市 中 銀 行 等

地方公共団体金融機構

年度末残高 当年度支払利息

財     務     省

借   入   先 前年度末残高 当年度増加高 当年度償還高
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（３） その他会計経理に関する重要事項

受贈財産

下記のとおり財産を受け入れました。

５ そ の 他

（１） 他会計補助金等の使途について

ア 下水道事業収益・営業収益・他会計負担金・一般会計負担金 円については，委託料等の課税支出に

円（特定収入），減価償却費等に 円（特定収入以外），それぞれ充当した。

イ 下水道事業収益・営業外収益・他会計負担金・一般会計負担金 円については，委託料等の課税支出

に 円（特定収入），企業債利息等に 円（特定収入以外），それぞれ充当した。

ウ 下水道事業収益・営業外収益・他会計補助金・一般会計補助金 円については，委託料等の課税支出

に 円（特定収入），企業債利息等に 円（特定収入以外），それぞれ充当した。

エ 下水道事業収益・営業外収益・雑収益・その他雑収益（消費税還付加算金） 円については，消費税及び地方

消費税に 円（特定収入以外）充当した。

オ 資本的収入・一般会計出資金 円については，企業債償還金等に 円（特定収入以外）充当

した。

カ 資本的収入・国庫補助金 円については，工事請負費等の課税支出に 円（特定収入）

充当した。

キ 資本的収入・下水道事業受益者負担金 円については，工事請負費等の課税支出に 円（特

定収入），職員給与費等に 円（特定収入以外），それぞれ充当した。

ク 資本的収入・認可区域外流入分担金 円については，工事請負費等の課税支出に 円（特定収入）

職員給与費等に 円（特定収入以外），それぞれ充当した。

ケ 資本的収入・一般会計負担金 円については，企業債償還金の課税支出に 円（特定収入），

不課税支出に 円（特定収入以外），それぞれ充当した。

内 容 評 価 額

管 渠 口径 ～ ㎜

マンホールポンプ 笠原町地内 台

土 地 笠原町地内 ㎡

円

計

－ －
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円

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費等

固定資産除却費

賞与引当金の増減額（△は減少）

法定福利費引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額等 △ 1,921,569,483

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 4,049,000

支払利息

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

預り金の増減額（△は減少）

　　小計

利息の支払額 △ 1,639,983,039

業務活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 3,868,397,967

無形固定資産の取得による支出 △ 46,688,889

国庫補助金等による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

その他負担金等による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,952,743,321

財務活動によるキャッシュ・フロー

出資金の収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 5,478,381,731

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,622,727,731

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

平成29年度水戸市下水道事業キャッシュ・フロー計算書　

( 平成29年4月1日から平成30年3月31日まで )
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収　益

款 項 目 節 金     額

円

下水道事業収益

営業収益

下水道使用料

下水道使用料

他会計負担金

一般会計負担金

その他営業収益

手数料

雑収益

営業外収益

他会計負担金

一般会計負担金

他会計補助金

一般会計補助金

長期前受金戻入

国庫補助金長期前受金
戻入

県補助金長期前受金戻
入

一般会計負担金長期前
受金戻入

一般会計補助金長期前
受金戻入

下水道事業受益者負担
金長期前受金戻入

認可区域外流入分担金
長期前受金戻入

工事負担金長期前受金
戻入

受贈財産評価額長期前
受金戻入

雑収益

行政財産使用料

収 益 費 用 明 細 書

備    考
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款 項 目 節 金     額 備    考

円

その他雑収益

特別利益

過年度損益修正
益

過年度損益修正益
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費　用

款 項 目 節 金     額

円

下水道事業費

営業費用

管渠費

給料 予算額 4,670,000円

手当等 予算額 3,108,534円

賞与引当金繰入額 予算額 727,000円

法定福利費 予算額 2,298,134円

法定福利費引当金繰入
額

予算額 132,000円

備消耗品費

燃料費

光熱水費

通信運搬費

委託料(単独)

手数料

修繕費

材料費

保険料

公課費

ポンプ場費

給料 予算額 7,194,000円

手当等 予算額 5,060,246円

賞与引当金繰入額 予算額 1,057,000円

法定福利費 予算額 3,453,754円

法定福利費引当金繰入
額

予算額 187,000円

光熱水費

通信運搬費

委託料(単独)

備    考
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款 項 目 節 金     額 備    考

円

手数料

修繕費

保険料

処理場費

給料 予算額 15,382,000円

手当等 予算額 8,345,082円

賞与引当金繰入額 予算額 1,914,000円

法定福利費 予算額 6,471,000円

法定福利費引当金繰入
額

予算額 368,000円

旅費

被服費

備消耗品費

燃料費

光熱水費

印刷製本費

通信運搬費

委託料(単独)

手数料

使用料及び賃借料

修繕費

動力費

負担金

保険料

業務費

給料 予算額 8,415,000円

手当等 予算額 4,939,062円

賞与引当金繰入額 予算額 1,223,000円
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款 項 目 節 金     額 備    考

円

法定福利費 予算額 3,789,217円

法定福利費引当金繰入
額

予算額 216,000円

報償費

委託料(単独)

総係費

給料 予算額 59,739,170円

手当等 予算額 39,287,309円

賞与引当金繰入額 予算額 8,726,000円

報酬 予算額 4,155,457円

法定福利費 予算額 29,726,035円

法定福利費引当金繰入
額

予算額 1,535,000円

旅費

被服費

備消耗品費

燃料費

光熱水費

印刷製本費

通信運搬費

委託料(単独)

手数料

使用料及び賃借料

修繕費

負担金

保険料

公課費

貸倒引当金繰入額

流域下水道費
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款 項 目 節 金     額 備    考

円

負担金

減価償却費

有形固定資産減価償却
費

無形固定資産減価償却
費

資産減耗費

固定資産除却費

営業外費用

支払利息及び企
業債取扱諸費

企業債利息

企業債利息/特別措置分

雑支出

その他雑支出

特別損失

過年度損益修正
損

過年度損益修正損
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(1)　有形固定資産明細書

土 地
円 円 円 円

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

計

(2)　無形固定資産明細書

円 円 円

固　　　定　　　資　　　産

資 産 の 種 類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高

施　　設　　利　　用　　権

計

資　産　の　種　類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額
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－
円

－
円

－
円 円

－ － －

円 円

　　　明　　　細　　　書

当年度減価償却高 年度末現在高

年　度　末
償却未済高

備　　　　　考
当年度増加額 当年度減少額 累　　　計

減　価　償　却　累　計　額

備　　　　　　　　　　　　考
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平 成 元 年 度 政 府 資 金 第 号 平成 元. 5.26
円 円

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

企　　　　　業　　　　　債　　 

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債
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円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

    明          細         書

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計
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平 成 年 度 政 府 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債
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円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計
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平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債
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円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計
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平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債

－54－
－54－



円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計

－55－
－55－



平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債

－56－
－56－



円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計

－57－
－57－



平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債

－58－
－58－



円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 備　　考償還終期

償還高累計
発行価額 利　率

－59－
－59－



平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 政 府 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債

－60－
－60－



円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計

－61－
－61－



平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債

－62－
－62－



円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計

－63－
－63－



平 成 年 度 機 構 資 金 第 号 平成
円 円

平 成 年 度 銀行等引受 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

平 成 年 度 機 構 資 金 第 号

種     類 発行年月日 発 行 総 額
　　　償　  　還

当年度償還高

企
　
　
　
業
　
　
　
債

計

－64－
－64－



円 円
－

円 年 ％
平成

－

－

－

　　　高
未償還残高 発行価額 利　率 償還終期 備　　考

償還高累計

－65－
－65－


